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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

世の中・沿線地域の出来事
西暦

常磐自動車道のあゆみ
（和暦）

1981年
(昭和56年)

常磐自動車道初開通
柏IC～谷田部IC開通

東北新幹線（大宮ー盛岡間）開通1982年
(昭和57年)

谷田部IC～千代田石岡IC開通

1984年
(昭和59年)

千代田石岡IC～那珂IC開通

国際科学技術博覧会（つくば万博）開催
東北新幹線（上野ー大宮間）開通

1985年
(昭和60年)

首都高速道路・三郷線(三郷JCT)と接続
三郷IC～柏IC、那珂IC～日立南太田IC、日立南太田IC～日立北IC開通、
谷田部仮出口(下り線のみ)設置(つくば万博終了後閉鎖)

さいたま博覧会開催1988年
(昭和63年)

日立北IC～いわき中央IC開通
（茨城県内区間全線開通）

改元（昭和⇒平成）1989年
(平成元年)

東北新幹線（東京ー上野間）開通1991年
(平成3年)

東京外かく環状道路（三郷JCT～和光IC）開通
山形新幹線（福島ー山形間）開通

1992年
(平成4年)

東京外環自動車道(三郷JCT)と接続
流山IC開通

茨城県立カシマサッカースタジアム完成
福島空港開港

1993年
(平成5年)

日立中央IC開通
高鈴PA→日立中央PA改称

阪神・淡路大震災発生（最大震度7）
ふくしま国体開催

1995年
(平成7年)

磐越自動車道(いわきJCT)と接続

東海村JCO臨界事故1999年
(平成11年)

いわき中央IC～いわき四倉IC開通

2000年
(平成12年)

北関東自動車道(友部JCT)と接続
友部JCT開通

うつくしま未来博開催2001年
(平成13年)

FIFAワールドカップ日韓大会開催2002年
(平成14年)

いわき四倉IC～広野IC開通

2003年
(平成15年)

首都圏中央連絡自動車道(つくばJCT)と接続
つくばJCT開通

2004年
(平成16年)

広野IC～常磐富岡IC開通

つくばエクスプレス開通2005年
(平成17年)

2006年
(平成18年)

水戸北スマートIC、友部SAスマートIC開通

2008年
(平成20年)

三郷料金所スマートIC開通

2009年
(平成21年)

仙台東部道路(亘理IC)と接続
山元IC～亘理IC、東海スマートIC、水戸北スマートIC(上り入口、下り出口)開通

茨城空港開港2010年
(平成22年)

東日本大震災発生（最大震度7）2011年
(平成23年)

石岡小美玉スマートIC開通

2012年
(平成24年)

南相馬IC～相馬IC開通

2014年
(平成26年)

浪江IC～南相馬IC、相馬IC～山元IC、鳥の海PA開通
広野IC～常磐富岡IC再開通

南相馬市SA利活用拠点施設「セデッテかしま」開店
平成27年9月関東・東北豪雨

2015年
(平成27年)

常磐自動車道全線開通
常磐富岡IC～浪江IC、南相馬鹿島SA/スマートIC、ならはPA開通

2016年
(平成28年)

鳥の海スマートIC開通

2017年
(平成29年)

山元南スマートIC開通

改元（平成⇒令和）、令和元年東日本台風(台風
第19号)、ラグビーワールドカップ2019開催

2019年
(令和元年)

東北中央自動車道(相馬IC)と接続
水戸北スマートIC(上り出口、下り入口)、大熊IC、ならはスマートIC開通

新型コロナウイルス感染拡大、JR常磐線全線で
運転再開、茨城県沖地震（最大震度5弱）

2020年
(令和2年)

常磐双葉IC開通

福島県沖地震発生（最大震度6強）
東京オリンピック開催

2021年
(令和3年)

山元IC～亘理IC、いわき中央IC～広野IC4車線化

福島県沖地震発生（最大震度6強）2022年
(令和4年)

福島第一原子力発電所の処理水放出開始2023年
(令和5年)

桜土浦IC～岩間IC 110km/h最高速度引上げ

能登半島地震発生（最大震度７）2024年
(令和6年)

2025年
(令和7年)

常磐自動車道・全線開通10周年

常磐自動車道と沿線地域のあゆみ
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開通当初（1981年）以降の常磐自動車道のあゆみと総利用台数

（累計利用台数、億台）

10 200 30
：走行台キロ(路線全体)※1

：累計利用台数

【資料】NEXCO東日本資料

※1 自動車の走行距離の総和。
（各区間延長とその区間の交通量を乗じた値を足し合わせた総数）

※2 2024年の交通量は速報値。
※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

• 首都圏と東北地方との太平洋側アクセス性が向上し、2024年には
累計利用台数が約27億台に到達。

（走行台キロ、十万台キロ/日）
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※2
約27億台


